
『
血
盆
経
』
に
つ
い
て

　
　
　

―
北
京
で
入
手
し
た
『
血
盆
経
』
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー

川
崎　

ミ
チ
コ

（一

j
は
じ
め
に

　

血
盆
経
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
も
、
前
川
亨
「
中
国
に
お
け
る
『
血
盆
経
』
類
の
諸
相
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ユ　

中
国
・
日
本
の
『
血
盆
経
』
信
仰
に
関
す
る
比
較
研
究
の
た
め
に
ー
」
は
先
ず
、
『
血
盆
経
』
の
基
本
的
な
研
究
論
文
で
あ
る
ミ
ッ
シ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
こ

ル
日
ス
ワ
ミ
エ
「
血
盆
経
の
資
料
的
研
究
」
を
初
め
と
し
て
、
中
国
の
『
血
盆
経
』
に
関
し
て
は
、
粛
登
福
「
道
教
血
湖
地
獄
対
仏
教

　
　
　
　
　
　
　

ご
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ　

《
血
盆
経
》
的
影
響
」
、
日
本
の
『
血
盆
経
』
に
関
し
て
は
、
武
見
李
子
「
『
血
盆
経
』
の
系
譜
と
そ
の
信
仰
」
・
「
日
本
に
お
け
る
血
盆

　
　
　
　
　
　

ニ
き
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
マ

経
信
仰
に
つ
い
て
」
や
松
岡
秀
明
「
我
が
国
に
お
け
る
血
盆
経
信
仰
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
、
高
達
奈
緒
美
「
血
の
池
地
獄
の
絵
相
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ア　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
ワ

ぐ
る
覚
書
－
救
済
者
と
し
て
の
如
意
輪
観
音
の
問
題
を
中
心
に
」
・
「
疑
経
『
血
盆
経
』
を
め
ぐ
る
信
仰
の
諸
相
」
等
の
論
文
を
紹
介
し
、

更
に
、
そ
れ
ら
の
論
文
の
中
か
ら
、
六
つ
の
論
点
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
『
血
盆
経
』
の
日
本
に
お
け
る
受

容
形
態
の
研
究
が
か
な
り
の
盛
況
を
呈
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
中
国
に
お
け
る
『
血
盆
経
』
の
存
在
形
態
が
充
分
に
は
明
ら
か
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
し
、
中
国
に
お
け
る
「
血
盆
経
』
の
実
態
の
解
明
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
次

一
血
盆
経
一
に
つ
い
て　

1
北
京
で
入
手
し
た
『
血
盆
経
」
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー

二
三
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い
で
、
「
資
料
の
分
類
と
整
．
理
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
中
国
に
お
い
て
は
『
血
盆
経
』
に
関
す
る
多
様
な
文
献
が
存
在
す
る
の
で
、
「
取

り
扱
う
資
料
の
暫
定
的
な
分
類
と
整
理
」
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
中
国
の
『
血
盆
経
』
類
資
料
を
次
の
三
分
類
に
し
、
解
説

し
て
い
る
．
．
筆
者
自
身
も
こ
の
三
分
類
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
、
三
分
類
を
前
川
論
文
で
の
表
記
に
従
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
に

す
る
。

　

A
類
（
狭
義
の
「
血
盆
経
』
）
1
仏
教
経
典
の
『
血
盆
経
』
。
『
仏
説
大
蔵
正
教
血
盆
経
』
と
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
共
通
性
を
有
し
、
同

　
　
　

一
も
し
く
は
類
似
の
経
題
を
持
つ
場
合
が
多
い
一
群
の
資
料
を
指
す
。
他
の
文
献
に
組
み
込
ま
れ
て
い
て
も
よ
い
が
、
当
該
部
分

　
　
　

が
明
確
な
完
結
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
（
前
後
の
部
分
と
は
っ
き
り
区
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
）
が
、
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
条
件
と

　
　
　

な
る
。
単
に
『
血
盆
経
』
と
い
う
場
合
に
は
通
常
こ
の
A
類
の
こ
と
を
い
う
。

　

B
類
（
血
湖
儀
典
）
－
道
教
の
血
湖
儀
礼
に
関
す
る
資
料
の
総
称
。
A
類
と
の
連
続
性
の
明
ら
か
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ

　
　
　

り
、
内
容
も
科
儀
書
や
読
請
経
典
な
ど
多
様
で
あ
る
が
、
全
て
こ
こ
に
一
括
し
て
お
く
．
、
た
だ
し
分
類
の
便
宜
上
、
（
＝
文
献

　
　
　

全
体
が
血
湖
関
係
で
あ
る
も
の
と
、
（
二
）
文
献
の
中
に
部
分
的
に
含
ま
れ
て
い
る
記
述
と
を
区
別
す
る
。

　

C
類
（
準
血
盆
経
資
料
）
ー
宝
巻
な
ど
に
含
ま
れ
る
・
『
血
盆
経
』
や
血
湖
地
獄
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
。
や
は
り
分
類
の
便
宜

　
　
　

上
、
（
一
）
文
献
全
体
が
血
湖
関
係
の
も
の
と
、
（
二
）
文
献
の
一
部
分
が
血
湖
関
係
の
も
の
と
を
区
別
す
る
。
「
ま
と
ま
っ
た
記

　
　
　

述
」
と
は
、
単
に
「
血
湖
」
な
ど
の
名
称
が
出
て
く
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
地
獄
の
様
相
、
堕
地
獄
の
原
因
な
ど
が
具
体
的
に

　
　
　

描
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
言
及
の
こ
と
を
い
う
。

以
上
が
前
川
論
文
の
三
分
類
の
解
説
で
あ
る
が
、
続
い
て
、

　

B
ー
（
二
）
、
C
ー
（
二
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
献
全
体
を
「
血
盆
経
』
関
係
資
料
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
．
し
か
し
血
湖
地

獄
関
係
の
記
述
に
つ
い
て
は
「
血
盆
経
』
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
．
、
以
上
の
A
・
B
・
C
を
合
わ
せ
て
広
義
の



『
血
盆
経
』
と
呼
ん
で
も
よ
い
が
、
本
論
で
は
『
血
盆
経
』
類
と
称
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
も
と
よ
り
こ
の
区
分
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ

る
。
実
際
に
は
、
A
類
の
資
料
や
C
類
の
資
料
（
例
え
ば
後
掲
表
1
の
C
ー
（
一
）
ー
八
・
十
三
）
が
血
湖
儀
礼
の
中
で
用
い
ら
れ
る
場

合
も
あ
る
し
、
い
ず
れ
に
所
属
さ
せ
る
べ
き
か
明
確
で
な
い
資
料
も
あ
る
（
例
え
ば
後
掲
表
1
の
B
l
（
二
）
ー
六
の
資
料
は
道
蔵
に
収

録
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
仏
教
的
で
あ
る
〔
ス
ワ
ミ
エ
］
九
六
五
一
一
三
二
〕
）
。
な
お
、
日
本
の
『
血
盆
経
』
の
場
合
に
は
注

解
の
類
が
存
在
す
る
の
に
対
し
、
中
国
に
お
い
て
は
『
血
盆
経
』
類
に
注
解
が
付
け
ら
れ
た
形
跡
が
な
い
。
こ
れ
は
、
中
国
と
日
本
と
の

『
血
盆
経
』
の
存
在
形
態
の
顕
著
な
相
違
点
の
一
つ
で
あ
る
。

と
の
記
述
の
後
、
前
川
論
文
以
前
の
研
究
で
紹
介
さ
れ
た
資
料
及
び
前
川
論
文
で
紹
介
し
た
資
料
全
て
を
、
前
出
の
分
類
基
準
に
従
っ
て

区
分
し
、
「
資
料
名
」
と
「
出
典
・
備
考
」
の
記
さ
れ
た
一
覧
表
が
約
七
頁
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
A
類
は
十
一
種
類
、
B
類

（一

j
は
二
十
種
類
、
B
類
（
二
）
は
十
二
種
類
、
C
類
（
一
）
は
十
九
種
類
、
C
類
（
二
）
は
四
十
三
種
類
の
資
料
が
収
載
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

　

も
う
一
つ
馬
建
華
「
女
性
の
救
済
－
甫
仙
目
連
戯
と
『
血
盆
経
』
ー
」
に
も
注
目
し
た
い
と
思
う
。
こ
の
論
文
は
、
前
川
論
文
と
は
別

の
面
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
福
建
省
蓄
仙
地
域
に
伝
わ
っ
て
い
る
目
連
戯
に
関
す
る
現
地
調
査
と
文
献
考
察
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
青
仙
目
連
戯
と
血
盆
経
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
論
文
で
あ
る
。
考
察
の
過
程
は
省
略
し
て
、
そ
の
結
論
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
四
点
を
紹
介
す
る
，

　

二
）
目
連
戯
は
そ
の
発
展
の
過
程
で
『
血
盆
経
』
の
内
容
を
吸
収
し
た
。

　

（
二
）
『
血
盆
経
』
の
発
展
は
発
生
期
（
北
宋
前
後
）
、
発
展
期
（
南
宋
、
元
）
、
最
盛
期
（
明
、
清
）
と
い
う
段
階
を
経
て
い
る
。
目

　
　
　
　

連
戯
は
そ
の
『
血
盆
経
』
の
発
展
期
に
二
段
階
に
分
け
て
そ
の
内
容
を
吸
収
し
た
。

　

（
三
）
北
宋
期
の
道
教
の
『
血
湖
経
』
は
女
性
が
血
湖
獄
に
堕
ち
る
理
由
に
「
産
亡
」
を
付
け
加
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
の
ち
、
南
宋
、

「
血
盆
経
』
に
つ
い
て　

ー
北
京
で
入
手
し
た
『
血
盆
経
』
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー

二
五
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元
の
道
教
の
『
血
湖
経
』
は
更
に
血
湖
に
堕
ち
る
原
因
を
「
刀
亡
」
、
「
縦
死
」
な
ど
に
ま
で
広
げ
た
。

　

（
四
）
目
連
戯
の
発
展
に
し
た
が
い
、
『
血
盆
経
』
を
主
と
し
た
超
度
儀
礼
は
、
目
連
戯
の
筋
立
て
を
も
吸
収
し
た
。
目
連
戯
と
『
血

　
　
　
　

盆
経
』
は
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
の
過
程
で
、
互
い
に
発
展
を
促
進
し
あ
い
、
互
い
に
吸
収
し
合
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、
目
連

　
　
　
　

戯
の
「
戯
中
超
度
」
の
儀
礼
は
『
血
盆
経
』
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
馬
論
文
の
結
論
で
あ
る
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
文
献
資
料
は
、
書
物
、
写
真
な
ど
豊
富
で
あ
り
、
過
去
の
文
献
だ
け
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
現
在
現
実
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
目
連
戯
と
そ
れ
を
生
活
の
一
部
分
と
し
て
い
る
観
客
と
の
関
わ
り
の
中
に
あ
る
「
血
盆
経
」

を
認
識
す
る
に
は
大
変
有
益
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
本
稿
で
は
、
北
京
市
内
の
古
物
市
場
で
入
手
し
た
版
木
に
刻
ま
れ
て
い
る
二
種
類
の
「
血
盆
経
」
を
紹
介
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置

き
、
勧
善
書
の
］
つ
と
し
て
清
代
後
半
か
ら
中
華
民
国
、
中
華
人
民
共
和
国
、
文
化
大
革
命
を
経
て
今
日
に
至
る
も
そ
の
姿
を
留
め
る
だ

け
で
は
な
く
、
人
々
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
存
在
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
「
印
施
」
の
対
象
と
し
て
存
在
し
て
い
る
『
玉
歴
紗
伝
』
所
収

の
「
血
汚
池
」
の
記
述
を
見
て
み
る
の
と
同
時
に
、
巷
間
流
伝
の
「
血
盆
経
」
の
位
置
付
け
を
考
え
、
版
木
の
文
末
に
あ
る
祈
願
者
の
名

前
を
記
す
部
分
の
存
在
に
つ
い
て
の
一
つ
の
考
え
方
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

（
二
）
『
血
盆
経
』
と
は

　

前
川
論
文
に
お
い
て
、
ス
ワ
ミ
エ
論
文
の
五
本
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
を
底
本
に
し
て
行
な
っ
た
校
訂
本
の
存
在
及
び
其
の
校
訂
に
よ
り
導

き
出
さ
れ
た
大
変
興
味
深
く
重
要
な
特
徴
や
傾
向
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
そ
の
存
在
を
紹
介
す
る
こ
と
に
と
ど
め
、
又
、
ス
ワ
ミ
エ
校

訂
本
を
記
す
こ
と
に
よ
り
、
（
三
）
の
血
盆
経
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
の
参
考
に
し
た
い
と
思
う
。



　
　

『
仏
説
大
蔵
正
教
血
盆
経
』

　
　

爾
時
、
目
連
尊
者
、
昔
日
往
到
羽
州
追
陽
県
。
見
一
血
盆
池
地
獄
。
闊
八
万
四
千
由
旬
。
池
中
有
一
百
二
十
件
事
、
鉄
梁
鉄
柱
、
鉄

　
　

枷
鉄
鎖
、
見
南
閻
浮
提
許
多
女
人
、
被
頭
散
髪
、
長
枷
紐
手
、
在
地
獄
中
受
罪
。
獄
卒
鬼
王
、
一
日
三
度
、
将
血
勒
教
罪
人
喫
。
此

　
　

時
、
罪
人
不
甘
伏
喫
、
遂
被
獄
主
、
将
鉄
棒
打
作
叫
声
。
目
連
悲
哀
、
問
獄
主
。
「
不
見
南
閻
浮
提
丈
夫
之
人
、
受
此
苦
報
。
只
見

　
　

許
多
女
人
、
受
其
苦
痛
。
」
獄
主
答
師
言
。
「
不
干
丈
夫
之
事
。
只
是
女
人
産
下
血
露
、
汚
触
地
神
。
井
穣
汚
衣
装
、
将
去
渓
河
洗
濯
、

　
　

水
流
汚
漫
、
誤
諸
善
男
女
、
取
水
煎
茶
、
供
養
諸
聖
、
致
令
不
浄
。
天
大
将
軍
、
笥
下
名
字
、
附
在
善
悪
簿
中
。
候
百
年
、
命
終
之

　
　

後
、
受
此
苦
報
。
」
目
連
悲
哀
、
遂
問
獄
主
。
「
将
何
報
答
阿
娘
産
生
之
恩
、
出
離
血
盆
池
地
獄
。
」
獄
主
答
師
言
。
「
惟
有
小
心
教
順

　
　

男
女
、
敬
重
三
宝
、
更
為
阿
娘
持
血
盆
斎
三
年
、
価
結
血
盆
勝
会
、
請
僧
転
請
此
経
一
蔵
、
満
日
繊
散
便
有
般
若
船
、
載
過
奈
河
江

　
　

岸
。
看
見
血
盆
池
中
、
有
五
色
蓮
華
出
現
。
罪
人
歓
＊
喜
。
心
生
漸
塊
、
便
得
超
生
佛
地
。
」
諸
大
菩
薩
、
及
目
連
尊
者
、
啓
告
奉

　
　

勧
。
南
閻
浮
提
衆
信
男
女
、
早
覚
修
持
、
大
辮
前
程
、
莫
教
失
手
、
万
劫
難
復
。
佛
告
説
女
人
血
盆
経
。
若
有
信
心
書
写
受
持
、
令

　
　

得
三
世
母
親
、
尽
得
生
天
、
受
諸
快
楽
、
衣
食
自
然
、
長
命
富
貴
。
爾
時
、
天
竜
八
部
、
人
非
人
等
、
皆
大
歓
喜
、
信
受
奉
行
、
作

　
　

礼
而
去
。

　

※
歓
の
字
は
ス
ワ
ミ
エ
論
文
で
は
観
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
意
味
上
歓
に
し
た
。
前
川
論
文
も
歓
に
作
っ
て
い
る
。

　

以
上
が
ス
ワ
ミ
エ
論
文
（
前
掲
論
文
一
一
二
頁
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
『
血
盆
経
』
で
あ
る
。
こ
の
ス
ワ
ミ
エ
校
訂
本
作
成
に
用
い
ら

れ
た
五
本
の
血
盆
経
は
、
大
日
本
続
蔵
経
収
載
の
も
の
・
仏
説
大
蔵
血
盆
経
（
大
型
折
本
・
乾
隆
六
年
〔
一
七
四
一
〕
刊
∀
・
慈
悲
蘭
盆

目
連
繊
法
道
場
巻
（
大
型
折
本
・
康
煕
十
年
〔
一
六
七
一
〕
刊
）
の
付
録
の
も
の
・
仏
説
太
陽
太
陰
真
経
（
冊
子
本
・
光
緒
二
十
一
年

〔一

ｪ
九
五
〕
済
南
府
刊
）
の
付
録
の
も
の
・
江
O
o
「
O
問
o
合
巽
筈
o
°
・
°
。
烏
一
〇
⑦
の
唇
o
話
叶
巨
o
諺
窪
○
巨
ロ
o
（
〔
上
海
、
一
九
＝
年
刊
〕

『
血
盆
経
』
に
つ
い
て　

ー
北
京
で
入
手
し
た
『
血
盆
経
』
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー

二
七
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第
↓
冊
八
三
頁
の
第
四
三
図
の
も
の
）
で
あ
る
。
前
川
論
文
収
載
の
も
の
は
、
ス
ワ
ミ
エ
論
文
と
は
句
読
点
の
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
ス

ワ
ミ
エ
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
B
・
C
・
D
本
に
は
経
文
の
次
に
「
礼
念
無
量
宝
塔
文
」
と
題
し
た
一
二
〇
字
ほ
ど
の
願
文
が
付
い
て
い

る
。
又
、
C
本
だ
け
に
は
そ
の
後
に
「
願
以
此
功
徳　

普
及
於
一
切　

我
等
與
衆
生　

皆
共
成
佛
道
」
の
一
文
が
あ
る
。
E
本
は
、
経
文

の
次
に
「
閻
羅
真
言
」
が
あ
る
、
ス
ワ
ミ
エ
氏
は
、
こ
の
仏
教
の
『
血
盆
経
』
は
、
恐
ら
く
南
宋
の
頃
、
経
師
と
か
唱
導
師
な
ど
と
い
う

死
者
の
追
善
供
養
の
専
門
家
、
つ
ま
り
そ
う
い
う
民
衆
仏
教
家
の
手
に
成
っ
た
も
の
で
、
正
統
仏
教
の
寺
院
僧
侶
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
り　

く
、
彼
等
の
外
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

（
三
）
北
京
で
入
手
の
血
盆
経
版
木
の
紹
介

　

以
前
北
京
の
古
旧
市
場
で
購
入
し
た
幾
種
類
か
の
版
木
の
中
に
、
今
回
紹
介
す
る
血
盆
経
の
版
木
が
含
ま
れ
て
い
た
。
丁
度
当
時
『
玉

歴
紗
伝
』
本
に
収
載
さ
れ
て
い
る
血
汚
池
の
図
と
血
汚
池
の
由
来
の
文
章
を
考
察
し
な
が
ら
、
高
度
な
知
識
階
級
の
人
々
で
は
な
い
＝

般
の
人
々
」
で
あ
っ
て
も
理
解
了
解
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
、
こ
の
世
の
「
因
」
と
冥
界
の
「
果
」
、
そ
し
て
如
何
に
す
れ

ば
そ
の
「
果
」
の
苦
し
み
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
、
人
々
の
関
心
事
を
解
決
す
る
た
め
に
も
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
「
勧
善
書
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
時
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
二
種
類
の
血
盆
経
の
巻
末
の
、
「
承
経
受
度
亡
母　

門

氏　
　

孝
男　
　

」
「
以
今
壇
下
亡
過
母　
　

氏
拝
受
」
が
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
を
示
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
大
変
興
味
が

あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
空
白
部
分
は
、
版
木
に
於
い
て
も
文
字
の
無
い
部
分
で
あ
る
）
。

先
ず
は
そ
の
二
本
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。



［
1
］
『
佛
説
大
藏
血
盆
経
』
（
／
は
行
替
え
、
口
は
不
明
確
な
文
字
、
（
）
内
は
推
定
し
た
文
字
を
示
す
。
句
点
は
筆
者
）

佛
説
大
藏
血
盆
経　

爾
時
目
連
尊
者
。
昔
日
往
到
羽
州
追
陽
縣
。
見
／
一
血
盆
池
地
獄
。
潤
＊
八
萬
四
千
由
旬
。
池
中
有
↓
百
二
十

件
事
－
鉄
櫟
＊
／
鉄
柱
鉄
枷
鉄
鎖
。
見
南
閻
浮
提
許
多
女
人
。
披
頭
散
髪
。
長
枷
柾
手
。
在
／
地
獄
中
受
罪
。
獄
卒
鬼
王
。
一
日
三

度
。
將
血
勒
叫
＊
罪
人
吃
＊
。
此
時
罪
人
／
不
甘
服
＊
吃
＊
。
遂
被
獄
主
。
將
鉄
棍
＊
打
作
叫
声
。
目
連
悲
哀
。
遂
問
獄
主
。
不
／
／

見
南
閻
浮
提
丈
夫
之
人
。
受
此
苦
報
。
只
見
許
多
女
人
。
受
此
＊
苦
痛
。
獄
／
主
答
師
言
。
不
干
丈
夫
之
事
。
只
見
女
人
産
下
血
露
。

汚
鯛
地
神
。
並
汚
＊
／
械
＊
衣
裳
。
將
去
渓
河
洗
濯
．
、
水
流
汚
漫
。
口
（
誤
）
＊
口
（
諸
）
＊
善
男
信
＊
女
。
取
水
煎
茶
。
口
（
供
）

＊
／
奉
＊
諸　

聖
。
致
令
不
浄
．
、
天
大
將
軍
。
剤
下
名
字
。
附
在
善
悪
口
（
簿
）
中
。
侯
＊
百
／
年
。
命
終
之
後
。
受
此
苦
報
。
目

連
悲
哀
。
遂
問
獄
主
．
．
將
何
報
答
阿
娘
生
／
産
之
恩
。
出
離
血
盆
池
地
獄
。
獄
主
答
師
言
。
惟
有
小
心
孝
＊
順
男
女
。
敬
／
重
三
寳
。

更
爲
呵
＊
娘
持
血
盆
斎
三
年
。
仰
結
血
盆
勝
會
。
人
＊
子
＊
自
＊
請
此
／
経
一
藏
。
満
日
熾
散
便
有
般
若
般
＊
。
載
過
奈
河
江
岸
。

看
見
血
盆
池
中
。
／
有
五
色
蓮
花
出
現
。
罪
人
歓
＊
喜
。
心
生
暫
塊
。
便
得
超
生
佛
地
。
諸
大
菩
／
薩
及
目
連
尊
者
。
啓
教
奉
勧
。

南
閻
浮
提
善
＊
男
＊
信
＊
女
、
早
口
（
覚
）
＊
修
行
＊
。
大
辮
／
前
程
。
莫
教
失
手
。
萬
劫
難
復
。
佛
説
＊
女
人
血
盆
経
。
若
有
信

心
書
写
受
／
持
諦
＊
読
＊
。
令
得
三
世
母
親
。
薫
皿
得
生
天
。
受
諸
快
楽
。
衣
食
自
然
。
長
命
冨
／
貴
。
爾
時
。
天
龍
八
部
人
非
人
等
。

皆
大
歓
喜
。
信
受
奉
行
。
作
礼
而
退
／
承
経
受
度
亡
母　

門　

氏　
　

孝
男

　

＊
印
の
付
さ
れ
た
文
字
は
、
ス
ワ
ミ
エ
校
訂
本
と
は
異
な
る
文
字
、
も
し
く
は
ス
ワ
ミ
エ
校
訂
本
に
は
無
い
文
字
で
あ
る
。

　

こ
の
「
血
盆
経
」
は
、
目
連
尊
者
が
、
血
盆
池
地
獄
に
お
け
る
女
人
達
に
加
え
ら
れ
て
い
る
甚
だ
し
い
責
苦
を
見
た
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
。
目
連
尊
者
は
そ
の
状
況
に
悲
哀
の
念
を
抱
き
、
獄
主
に
対
し
て
「
苦
報
を
受
け
て
い
る
の
は
、
た
く
さ
ん
の
女
人
だ
け
で
は

な
い
か
」
と
問
い
、
そ
の
答
と
し
て
、
獄
主
は
「
女
人
の
お
産
の
時
の
血
露
が
地
神
を
汚
し
、
汚
稜
の
衣
装
を
渓
河
で
洗
濯
し
た
な
ら
ば
、

「
血
盆
経　

に
つ
い
て　

ー
北
京
で
入
手
し
た
『
血
盆
経
』
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー

二
九
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川
の
水
を
汚
し
て
し
ま
う
。
（
そ
れ
を
知
ら
ず
に
）
善
男
信
女
が
そ
の
水
を
汲
み
、
お
茶
を
煎
れ
、
諸
聖
に
お
供
え
し
た
な
ら
ば
、
不
浄

を
な
し
た
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
（
そ
の
原
因
を
作
っ
て
い
る
）
女
人
は
、
臨
終
の
後
（
血
盆
池
地
獄
で
）
こ
の
苦
報
を
受
け

る
の
だ
」
と
い
う
、
目
連
は
更
に
悲
哀
の
思
い
を
重
ね
、
獄
主
に
「
母
親
に
対
し
て
、
産
ん
で
い
た
だ
い
た
ご
恩
に
報
い
、
母
親
を
血
盆

池
地
獄
か
ら
救
い
だ
す
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
」
と
尋
ね
る
。
す
る
と
獄
主
は
、
「
孝
順
の
男
女
が
三
宝
を
厚
く
敬
い
、
更

に
母
親
の
た
め
に
血
盆
斎
を
三
年
の
間
行
い
、
血
盆
勝
会
も
行
い
、
（
僧
侶
に
依
頼
す
る
の
で
は
な
く
）
自
分
自
身
で
こ
の
「
血
盆
経
」

を
読
舗
し
な
さ
い
，
満
期
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
血
盆
池
の
中
に
五
色
の
蓮
の
花
が
出
現
し
、
こ
の
血
盆
池
地
獄
の
中
に
い
る
人
々
は
歓
喜

し
、
心
に
は
葱
塊
を
生
じ
、
仏
地
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
世
に
い
る
善
男
信
女
は
、
早
い
う
ち
に
今
示
し
た
こ

と
を
行
う
べ
き
な
の
で
す
。
（
慎
重
に
し
て
）
手
元
を
狂
わ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
永
久
に
回
復
す
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
す
か
ら
、
「
仏
説
女
人
血
盆
経
」
を
、
も
し
信
心
し
て
書
写
し
、
受
持
し
、
読
請
し
た
な
ら
ば
、
過
去
三
代
に
わ
た
る
母
親
（
母
・
祖

母
・
曽
祖
母
）
を
す
べ
て
天
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
、
諸
々
の
快
楽
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
衣
食
も
十
分
で
、
長
命
富
貴
な
状
態
に

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
」
と
答
え
る
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
が
こ
の
「
血
盆
経
」
の
大
ま
か
な
内
容
で
あ
る
。
巻
末
の
「
承
経
受
度
亡
母　

門　

氏　
　
　

孝
男
」
は
、
「
仏
説
大
蔵
血
盆
経

を
承
け
頂
き
、
口
家
に
嫁
い
だ
口
姓
の
亡
き
母
を
済
度
せ
ん
。　

あ
な
た
の
息
子
よ
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
口
門
口
氏
」

に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
こ
の
場
合
の
「
門
」
は
家
柄
を
言
う
の
で
あ
り
、
例
え
ば
「
王
門
陳
氏
」
は
「
王
の
家
に
嫁
い
だ
陳
姓
の
婦
人
」

の
意
と
な
る
。
ま
た
、
「
孝
男
」
に
は
、
「
1
．
孝
行
息
子　

2
．
服
喪
中
の
男
子　

3
．
亡
く
な
っ
た
父
母
に
対
す
る
男
子
の
自
称
」
等

の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
2
も
し
く
は
3
の
意
味
を
取
り
た
い
と
考
え
る
。

　
前
後
し
た
が
、
此
処
で
特
に
注
目
し
た
い
点
は
、
「
人
子
自
請
経
此
経
］
蔵
」
の
「
人
子
自
」
で
あ
る
。
ス
ワ
ミ
エ
校
訂
本
で
は
、
「
請

僧
転
請
此
経
一
蔵
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
此
処
で
は
「
僧
侶
に
頼
ん
で
こ
の
血
盆
経
を
転
請
し
て
も
ら
う
」
の
で
は
な
く
、
「
自
分
自
身



で
こ
の
血
盆
経
を
講
経
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
非
常
に
民
衆
的
、
自
発
的
対
応
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
極
端
な
言

い
方
を
す
れ
ば
、
こ
の
血
盆
経
が
宗
教
的
な
意
味
合
い
で
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
日
常
的
、
慣
習
的
な
意
味
合
い
で
人
々

の
生
活
中
に
定
着
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

［
2
］
『
太
上
血
湖
救
苦
抜
罪
妙
経
』
　
　
（
／
は
行
替
え
を
示
す
・
句
点
は
筆
者
）

太
上
血
湖
救
苦
抜
罪
妙
経
／
爾
時　

元
始
天
尊
。
在
上
陽
宮
内
八
景
天
中
大
會
／
説
法
之
時
。
有
實
相
真
人
越
班
而
出
上
白
天
尊

言
。
／
昔
奉
道
旨
径
往
下
方
巡
遊
九
獄
。
復
至
羽
州
追
陽
／
縣
畷
野
之
中
。
見
一
挾
石
在
山
中
内
有
血
池
血
湖
／
血
盆
血
海
等
。
諸

大
地
獄
各
潤
四
萬
八
千
園
遙
。
其
／
地
獄
中
有
銅
梁
銅
柱
鐵
枷
鐵
鎖
鐵
網
鐵
園
。
萬
偲
／
峰
山
。
見
南
閻
浮
提
女
人
無
限
沙
敷
長
枷

柾
手
．
一
在
／
血
湖
中
。
受
大
苦
憎
。
獄
卒
鬼
王
一
日
三
度
。
駆
勒
罪
／
人
飲
食
汚
血
。
彼
時
罪
人
不
堪
伏
喫
。
遂
被
獄
卒
拷
／
打
。

哀
聲
號
徹
萬
斑
不
赦
。
何
由
出
離
。
臣
等
願
乞
／
慈
悲
哀
憐
所
懇
請
説
。　
　

爾
時
。
天
尊
言
日
。
善
哉
／
善
哉
。
實
相
真
人
能
救

此
業
。
汝
當
諦
聴
時
為
宣
説
／
彼
時
閻
浮
女
人
生
産
之
時
血
露
。
汚
鯛
地
神
。
將
血
／
汚
衣
服
渓
河
洗
濯
。
水
流
汚
漫
。
誤
諸
善
人

取
水
。
煎
／
茶
供
憤
諸
聖
。
致　

三
元
拷
較
上
奏
天
延
敷
下
。
／
部
都
血
湖
受
罪
。
從
今
已
往
世
間
孝
順
男
女
與
母
。
／
齋
戒
圓
蒲
。

表
熾
信
心
。
書
潟
受
念
持
諦
。
即
刻
玉
符
／
實
篠
。
三
世
父
母
倶
得
上
生　

天
堂
。
受
諸
快
樂
。
若
／
母
親
存
世
。
能
為
修
持
度
脱

血
湖
。
延
生
保
命
。
衣
食
／
自
然
。
汝
宜
流
傳
於
世
。
奉
勧
修
持
。
即
時
存
亡
開
泰
／
莫
教
失
乎
。　

爾
時
。
實
相
真
人
及
諸
天
人

皆
大
灌
／
喜
。
信
受
奉
行
。
作
禮
而
退
。　
　

以
今
壇
下
亡
過
／
母
口
氏
拝
受

太
上
血
湖
救
苦
抜
罪
妙
経
終

以
上
が
『
太
上
血
湖
救
苦
抜
罪
妙
経
』
の
全
文
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
、
用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
は
、
か
な
り
共
通
し
て
お
り
、
『
仏

『
血
盆
経
』
に
つ
い
て　

ー
北
京
で
入
手
し
た
『
血
盆
経
』
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー

三
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説
大
蔵
血
盆
経
』
に
登
場
し
て
い
た
目
連
尊
者
と
獄
主
と
の
問
答
が
、
こ
こ
で
は
元
始
天
尊
と
實
相
真
人
と
の
対
話
と
な
っ
て
い
る
。
経

典
名
称
は
道
教
経
典
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
版
木
で
刷
ら
れ
た
も
の
を
手
に
し
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
先
の
『
仏
説
大
蔵
血
盆
経
』

同
様
、
宗
教
的
認
識
は
低
く
、
「
疑
偽
経
典
」
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
、
「
よ
り
解
り
易
く
」
「
よ
り
日
常
的
に
」
「
よ
り
人
々
の
生
活
に
浸

透
す
る
」
教
え
と
し
て
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

巻
末
の
「
以
今
壇
下
亡
過
母
口
氏
拝
受
」
は
、
「
今
を
以
て
壇
下
（
お
墓
の
中
）
の
亡
過
の
母
口
氏
拝
受
す
」
、
つ
ま
り
、
「
今
、
お
墓

の
中
に
入
っ
て
い
る
亡
き
母
口
氏
が
こ
の
太
上
血
湖
救
苦
抜
罪
妙
経
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
」
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
刷
り

も
の
を
手
に
し
て
い
る
者
と
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
亡
過
の
母
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
亡
き
母
の
供
養
の
た
め

に
こ
の
経
典
の
刷
り
も
の
を
入
手
し
て
い
る
筈
な
の
で
、
亡
過
の
母
本
人
が
こ
の
経
典
を
拝
受
す
る
と
い
う
意
味
を
十
分
に
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

（
四
）
『
玉
歴
紗
伝
』
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
血
汚
池
」
に
つ
い
て

（
1
）
『
玉
歴
紗
伝
』
本
中
の
「
血
汚
池
」
の
記
載
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　

　

勧
善
書
の
↓
つ
で
あ
る
『
玉
歴
紗
伝
』
本
に
は
、
図
像
を
描
い
た
頁
の
あ
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
中
に
「
血
汚
池
」
を
描
い
た
も
の

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
現
行
流
布
の
『
玉
歴
紗
伝
』
と　

中
華
民
国
ま
で
施
印
流
布
し
て
い
た
『
玉
歴
紗
伝
』
、
そ
れ
ぞ
れ
に

描
か
れ
て
い
る
「
血
汚
池
」
及
び
記
載
さ
れ
て
い
る
「
血
汚
池
」
に
つ
い
て
の
記
事
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

筆
者
所
有
の
現
行
本
『
玉
歴
紗
伝
』
本
は
、
十
四
種
類
四
十
一
本
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、

　

（
a
）
「
血
汚
池
」
が
像
図
頁
「
第
四
殿
五
官
王
」
と
同
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
も
の



　

（
b
）
図
像
頁
の
な
い
も
の
、
つ
ま
り
「
血
汚
池
」
の
図
の
な
い
も
の

　

（
c
）
第
四
殿
の
解
説
文
の
最
初
の
頁
に
九
華
山
化
城
寺
に
あ
る
十
殿
十
王
図
の
写
真
の
該
当
殿
数
の
写
真
の
あ
る
も
の

　

（
d
）
「
辮
明
世
間
誤
傳
的
部
扮
」
に
あ
る
「
血
汚
池
的
因
縁
」
の
記
載
の
あ
る
も
の

　

（
e
）
（
a
）
か
ら
（
d
）
ま
で
の
組
み
合
わ
せ
、
も
し
く
は
（
a
）
か
ら
（
d
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

の
い
ず
れ
か
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
a
）
に
該
当
す
る
図
は
同
一
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
。
但
し
、
「
一
〇
」
『
玉
歴
實
⑨
』
所
収
の
「
四
殿
五
官
王
」
の
図
像
は
（
a
）

と
は
異
な
り
、
九
華
山
化
城
寺
の
写
真
と
同
一
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
印
刷
状
態
が
悪
く
明
確
な
判
断
が
困
難
で
あ
る
）
。

　

（
b
）
に
該
当
す
る
の
は
、
「
＝
二
・
＝
ハ
・
二
三
・
二
四
」
の
『
白
話
玉
暦
』
、
＝
九
・
二
〇
・
二
二
・
二
五
・
三
〇
」
の
『
玉
歴

賓
紗
』
で
あ
る
。

　

（
C
）
に
該
当
す
る
の
は
、
「
二
こ
の
『
玉
歴
賓
紗
』
、
「
四
」
の
『
玉
暦
實
紗
』
、
「
七
’
三
二
・
三
九
・
四
〇
・
四
一
」
の
「
玉
暦
賓

紗　

附
現
代
因
果
報
応
録
』
で
あ
り
、
写
真
の
上
に
は
「
四
殿
五
官
管
血
湖　
　

血
汚
池
内
男
者
無　
　

難
日
男
子
無
此
罪　
　

究
寛
造

罪
両
相
符
」
の
七
言
四
句
あ
り
。

　

（
d
）
に
該
当
す
る
も
の
は
、

　

〔
1
〕
血
汚
池
的
因
縁
：
血
汚
池
設
在
本
殿
後
面
的
左
側
。
世
間
的
人
、
誤
聴
道
姑
胡
説
、
以
為
、
凡
是
婦
人
生
産
、
就
是
有
罪
；
死

　
　
　
　

後
即
発
入
血
汚
池
受
苦
。
這
真
是
大
錯
特
1
婦
女
生
産
、
是
天
経
地
義
的
事
。
即
使
難
産
而
突
然
死
亡
；
絶
不
会
因
地
的
屍
鬼

　
　
　
　

汚
穣
、
而
発
入
此
池
。

　
　
　
　

発
入
此
池
的
罪
過
有
：
（
一
）
生
産
後
未
超
過
二
十
天
、
就
接
近
井
・
杜
・
洗
條
衣
服
。
将
血
汚
之
衣
、
曜
瞭
在
高
虚
、
汚
稜

　
　
　

『
血
盆
経
』
に
つ
い
て　

－
北
京
で
入
手
し
た
『
血
盆
経
』
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三



　

東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要　

第
十
七
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
四

　
　
了
神
明
。
此
罪
雁
蹄
］
家
之
長
的
三
分
；
婦
人
則
有
七
分
之
罪
。
（
二
）
無
論
男
女
、
凡
是
不
顧
忌
地
在
神
之
前
、
或
是
佛
之

　
　

後
、
筍
行
房
事
。
或
者
不
忌
誰
日
辰
、
例
如
：
五
月
十
四
日
・
十
五
；
八
月
初
三
・
十
三
；
十
月
初
十
。
這
五
天
、
男
女
犯
禁

　
　

行
房
。
以
上
二
種
情
形
之
人
、
於
神
明
降
下
悪
疾
、
突
然
死
亡
後
、
並
在
陰
間
遍
受
諸
地
獄
的
苦
刑
。
此
外
、
・
・
速
得
永
遠
浸
在

　
　

血
汚
池
中
、
不
得
出
頭
。
（
三
）
無
論
男
女
、
在
世
時
喜
好
宰
殺
生
霊
・
動
物
。
汚
血
濃
染
了
厨
姓
、
神
佛
的
廟
堂
（
家
設
佛

　
　

堂
而
殺
生
）
：
経
典
・
書
籍
・
文
章
・
有
字
的
紙
；
以
及
祭
祀
的
器
皿
。
此
種
人
在
受
過
各
種
悪
刑
、
地
獄
諸
苦
後
、
再
解
到

　
　

血
汚
池
、
浸
入
其
中
、
不
能
輕
易
地
出
頭
。

　
　

如
果
陽
世
的
親
麗
、
能
口
有
人
立
下
大
願
、
代
爲
戒
殺
；
買
生
露
放
生
。
放
生
的
敷
目
足
口
之
時
、
再
茄
素
、
供
養
神
・
佛
；

　
　

並
且
礼
拝
曽
経
遭
血
汚
檬
的
経
繊
、
方
能
超
脱
他
在
地
獄
的
苦
刑
。

〔
2
〕
血
汚
池
、
置
設
本
殿
後
方
之
左
、
陽
世
誤
信
道
姑
所
説
、
皆
因
婦
人
生
産
有
罪
、
此
汚
以
為
婦
人
生
産
死
後
入
此
汚
池
、
荒
謬

　
　

至
也
。
凡
坤
道
生
育
、
係
属
応
有
之
事
。
即
使
難
産
而
暴
亡
者
、
均
不
罪
及
屍
鬼
汚
横
、
発
入
此
地
。
設
此
汚
池
、
即
針
対
男

　
　

女
曽
在
陽
世
、
不
顧
神
前
仏
後
、
不
忌
日
辰
、
如
五
月
十
四
・
十
五
、
八
月
初
三
・
十
三
、
十
月
初
十
、
此
五
日
。
男
女
犯
禁

　
　

交
購
、
除
神
降
悪
疾
暴
亡
、
受
過
諸
獄
苦
後
、
永
浸
其
池
、
不
得
出
碩
（
頭
に
作
る
も
の
多
し
）
。
及
男
女
好
宰
殺
、
血
綾
厨

　
　

竃
・
神
仏
廟
堂
・
経
典
書
章
字
紙
一
切
及
祭
祀
器
皿
之
上
者
、
受
過
他
悪
諸
獄
苦
後
、
解
到
浸
入
上
（
此
に
作
る
も
の
多
し
）

　
　

地
、
能
有
出
頭
；
陽
世
終
不
得
軽
易
親
属
立
願
、
代
為
戒
殺
買
命
放
生
、
数
足
之
日
、
斎
供
仏
神
、
礼
拝
血
汚
経
繊
、
方
可
超

　
　

脱
其
苦
。

〔
3
〕
血
汚
池
位
在
部
都
大
帝
實
殿
的
左
側
、
過
去
也
有
錯
誤
的
伝
説
、
以
為
是
婦
女
因
生
産
有
罪
、
此
汚
死
後
入
此
汚
池
、
其
實
並

　
　

非
如
此
、
婦
人
成
育
、
傳
宗
接
代
、
延
績
民
族
的
命
脈
、
実
理
所
必
然
的
、
即
算
因
為
難
産
而
遭
遇
死
亡
、
也
不
応
該
再
在
地

　
　

府
受
苦
、
被
押
入
血
汚
池
受
苦
的
鬼
魂
、
是
婦
女
生
産
未
満
二
十
日
、
将
本
身
穿
著
（
着
に
作
る
も
の
多
し
）
過
（
後
に
作
る



〔
4
〕

〔
5
〕

も
の
多
し
）
的
内
糠
、
洗
後
濯
在
光
亮
高
処
或
別
人
過
路
的
上
面
、
以
及
世
人
生
時
好
宰
殺
家
禽
、
過
度
残
害
生
霊
、
毒
本
性

悪
、
罪
肇
深
重
、
或
者
在
生
時
、
看
見
他
人
有
苦
難
、
不
願
梢
予
協
助
、
甚
至
忘
恩
負
義
、
恩
将
仇
報
、
都
有
被
罰
浸
入
此
池

受
苦
的
可
能
、
一
切
以
他
生
時
犯
罪
的
程
度
而
決
定
的
。
（
『
白
話
玉
歴
』
）

血
汚
池
．
、
置
設
殿
後
之
左
。
陽
世
誤
聞
道
姑
所
説
。
皆
因
婦
人
生
産
有
罪
。
此
死
後
入
此
汚
池
。
謬
之
甚　

。
凡
坤
道
生
育
。

係
粟
王
応
有
之
事
．
即
難
産
而
暴
亡
者
。
均
不
罪
其
屍
鬼
汚
稜
。
発
入
此
池
。
如
有
生
産
未
過
二
十
日
。
軌
即
身
近
井
竃
。
洗

條
衣
襖
．
．
曜
亮
高
処
者
。
其
罪
応
帰
家
長
三
分
。
本
婦
罪
坐
七
分
。
設
此
汚
濁
池
。
無
論
男
女
。
凡
在
陽
世
不
顧
神
前
仏
後
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
マ

不
忌
日
辰
、
如
五
月
十
四
十
五
。
八
月
初
三
十
三
。
十
月
初
十
。
此
四
日
。
男
婦
犯
禁
交
購
。
除
神
降
悪
疾
暴
亡
。
受
過
諸
獄

苦
後
、
永
浸
其
池
。
不
得
出
頭
。
及
男
婦
而
好
宰
殺
．
。
血
機
厨
竈
神
仏
廟
堂
経
典
書
章
字
紙
一
切
。
祭
祀
器
皿
之
上
者
。
受
過

別
悪
諸
獄
苦
後
。
解
到
浸
入
此
池
。
亦
不
得
軽
易
出
頭
。
陽
世
能
。
代
有
親
属
立
願
為
戒
殺
買
命
放
生
。
数
足
之
日
。
斎
供
仏

神
、
礼
拝
血
汚
経
繊
。
方
可
超
脱
其
苦
。

血
汚
池
設
在
本
殿
后
面
的
左
側
、
世
間
的
人
、
誤
所
巫
婆
道
姑
神
漢
胡
説
、
以
為
婦
女
生
核
子
時
血
流
汚
垢
、
就
是
有
罪
、
死

后
就
要
進
入
血
汚
池
受
苦
．
．
這
真
是
大
錯
特
錯
1
婦
女
生
産
、
是
天
経
地
義
的
事
、
即
使
難
産
而
突
然
死
亡
、
也
絶
不
会
因
弛

屍
鬼
汚
稜
、
而
進
入
血
汚
池
．
。

応
該
発
入
此
池
的
罪
過
有
・
・
（
＝
産
下
弦
子
后
未
超
過
二
十
天
、
就
接
近
水
井
・
杜
、
洗
條
衣
服
、
将
被
血
汚
染
的
衣
襖
等

物
、
晒
瞭
在
高
処
、
汚
稜
了
神
明
。
此
罪
応
帰
一
家
之
長
的
有
三
分
、
婦
人
則
七
分
之
罪
。
（
二
）
無
論
男
女
、
凡
是
没
有
顧

忌
地
在
仏
像
・
神
像
附
近
、
荷
行
男
女
交
合
行
房
事
者
；
或
者
不
忌
謹
日
辰
、
例
如
：
在
農
暦
的
五
月
十
四
・
十
五
日
、
八
月

初
三
・
十
三
日
、
十
月
初
十
日
這
五
天
犯
禁
行
房
者
。
以
上
二
種
情
形
的
人
、
神
明
会
降
下
悪
疾
使
他
患
上
悪
病
、
死
亡
后
、

在
陽
間
遍
受
各
地
獄
的
苦
刑
。
此
外
、
還
要
永
遠
浸
在
血
汚
池
中
、
難
得
出
頭
。
（
三
）
無
論
男
女
、
在
人
世
間
時
喜
歓
宰
殺

『
血
盆
経
』
に
つ
い
て　

ー
北
京
で
入
手
し
た
『
血
盆
経
』
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー

三
五
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三
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六

生
霊
・
動
物
、
使
汚
血
濃
染
了
厨
姓
或
神
仏
的
廟
堂
（
家
設
佛
堂
而
殺
生
）
、
経
典
・
書
籍
・
文
章
・
有
字
的
紙
以
及
祭
祀
的

器
皿
。
這
種
人
在
受
過
各
種
悪
刑
及
地
獄
諸
苦
后
、
再
押
解
到
血
汚
池
、
浸
入
其
中
、
不
能
軽
易
地
出
来
。

如
果
陰
世
的
親
属
、
能
口
有
人
立
下
大
願
、
代
他
戒
殺
、
買
動
物
放
生
。
等
放
生
的
数
目
達
到
一
定
数
量
時
、
再
吃
素
、
供
養

神
・
仏
、
井
且
幟
悔
、
礼
拝
曽
経
遭
血
汚
横
的
経
典
、
才
能
使
他
超
脱
在
地
獄
的
苦
刑
。
（
『
玉
歴
宝
紗
』
弘
法
寺
印
行
・
二
〇

〇
五
・
九
・
九
、
南
京
霊
谷
寺
に
て
入
手
、
図
像
部
分
無
し
）

（
H
）
清
（
嘉
慶
・
宣
統
）
・
中
華
民
国
に
重
刊
・
刊
行
さ
れ
た
木
版
本
及
び
石
印
本
の
『
玉
歴
紗
伝
警
世
』　

・
『
呂
祖
師
降
諭
遵
信
玉

　
　

歴
紗
伝
閻
王
経
』　

・
「
玉
歴
至
宝
紗
』　

・
『
玉
歴
至
宝
紗
勧
世
』　

・
『
絵
図
玉
歴
宝
紗
勧
世
文
』
中
の
「
血
汚
池
」
の
記
載
に
つ

　
　

い
て

　

此
処
に
該
当
す
る
筆
者
所
有
の
「
玉
歴
紗
伝
』
本
は
大
別
し
て
三
種
類
十
本
あ
る
が
、
（
1
）
と
は
異
な
り
、
す
べ
て
に
像
図
が
附
さ

れ
て
お
り
、
「
血
汚
池
」
図
も
す
べ
て
に
存
在
す
る
、
ま
た
、
血
汚
池
に
関
す
る
文
章
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
の
一
つ

は
、
石
印
本
の
『
玉
歴
至
宝
紗
勧
世
』
所
収
の
「
血
汚
池
」
図
が
（
1
）
の
「
血
汚
池
」
図
の
元
本
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
そ
れ

と
酷
似
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
（
1
）
の
「
血
汚
池
」
図
に
は
図
中
に
説
明
的
文
字
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
玉
歴
至
宝
紗
』
及
び

『
呂
祖
師
降
諭
遵
信
玉
歴
紗
伝
閻
王
経
』
中
の
「
血
汚
池
」
図
に
あ
る
説
明
的
文
字
の
こ
と
で
あ
る
。
前
者
二
本
に
は
、
「
好
色
・
陰
険
・

貧
酷
・
窩
娼
・
游
嬉
・
局
賭
・
浮
肇
・
叩
几
誼
」
と
あ
り
、
後
者
に
は
、
「
輩
搦
・
好
色
・
貧
財
・
鴉
片
・
拐
口
’
悪
賭
’
好
謡
・
叩
几
誼
」

と
あ
る
。
こ
の
後
者
の
「
鴉
片
」
の
記
述
は
如
何
に
も
時
代
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
。
同
時
に
こ
の
よ
う
な
一
般
庶
民
向
け
の
勧
善

書
に
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
鴉
片
害
毒
が
蔓
延
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
又
、
血
汚
池
の
上

に
架
か
る
橋
の
上
に
は
、
「
不
孝
翁
姑
。
不
敬
尊
長
。
不
顧
神
前
佛
後
。
不
忌
日
辰
。
男
婦
犯
禁
交
購
者
．
、
永
浸
此
池
。
」
の
文
字
（
句
点



は
筆
者
）
が
有
る
。
此
の
文
章
と
同
内
容
の
記
述
が
「
血
汚
池
」
の
解
説
文

次
に
、
「
血
汚
池
」
に
つ
い
て
の
文
章
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
、

る
部
分
が
あ
る
が
、
そ
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
同
様
で
あ
る
。

〔
1
〕

〔
2
〕

〔
3
〕

（
玉
歴
紗
伝
縁
起
）
の
中
に
存
在
す
る
。

（
1
）
に
あ
げ
て
あ
る
も
の
と
は
、
些
か
文
字
の
上
で
異
な

血
汚
池
．
、
置
設
殿
後
之
左
．
陽
世
誤
聞
僧
尼
所
説
。
皆
因
婦
人
生
産
有
罪
。
死
後
入
此
汚
池
。
謬
之
甚　

。
凡
坤
道
生
育
。
係

属
応
得
之
事
。
即
難
産
而
暴
亡
者
。
均
不
罪
其
屍
鬼
汚
穣
。
発
入
此
池
。
如
（
如
若
に
作
る
も
の
有
り
）
生
産
未
過
二
十
日
。

軌
即
身
近
井
竈
。
糠
洗
衣
襖
晒
（
曜
に
作
る
者
有
り
）
亮
高
虚
者
。
其
罪
応
家
長
三
分
。
本
婦
罪
坐
七
分
。
設
此
汚
池
。
無
論

男
女
凡
在
陽
世
。
不
顧
神
前
佛
後
不
忌
日
辰
如
五
月
十
四
十
五
日
夜
。
八
月
初
三
。
十
月
初
十
。
此
四
日
。
男
婦
犯
禁
交
購
。

除
神
降
悪
疾
暴
亡
．
、
受
過
諸
獄
苦
後
。
永
浸
此
池
不
得
出
頭
。
及
男
婦
而
好
宰
殺
。
血
機
厨
竈
神
佛
廟
堂
。
経
典
書
章
字
紙
。

一
切
祭
祀
器
皿
之
上
者
。
受
過
別
悪
諸
獄
苦
後
。
解
到
浸
入
此
池
。
亦
不
得
軽
易
出
頭
。
陽
世
能
有
親
属
立
願
。
礼
数
足
之
日
。

斎
供
神
佛
拝
血
汚
経
繊
。
方
可
超
脱
其
苦
願
代
為
戒
殺
。
買
命
放
生
。
（
木
版
本
・
・
『
玉
歴
紗
伝
警
世
』
）

血
汚
池
置
設
殿
後
之
左
。
陽
世
誤
聞
僧
尼
所
説
皆
夫
人
生
産
有
罪
。
死
後
入
此
汚
池
。
謬
之
極　

。
凡
坤
道
生
育
。
応
有
之
事
。

凡
難
産
而
暴
亡
者
。
均
不
罪
其
屍
鬼
汚
械
。
発
入
此
池
。
如
生
産
未
過
二
十
日
。
即
身
近
井
竈
派
洗
衣
襖
曜
亮
高
庭
者
。
其
罪

帰
家
長
三
分
。
本
婦
罪
坐
七
分
。
設
此
汚
池
無
論
男
女
在
陽
世
不
顧
神
前
佛
後
。
不
忌
日
辰
。
如
五
月
十
四
十
五
。
八
月
初
三
。

十
月
初
十
。
此
四
日
、
男
婦
犯
禁
交
購
。
除
神
降
悪
疾
暴
亡
。
受
苦
後
。
永
浸
此
池
。
及
男
婦
好
宰
殺
血
機
厨
竈
神
佛
廟
堂
。

経
典
書
章
。
一
切
祭
祀
器
皿
之
上
者
。
解
到
浸
入
此
池
。
不
得
出
頭
。
陽
世
能
有
親
属
立
願
。
代
為
戒
殺
。
買
放
生
命
。
数
足

之
日
斎
供
神
佛
．
．
礼
拝
血
汚
経
繊
。
方
可
超
脱
其
苦
也
。
（
木
版
本
：
『
玉
歴
紗
伝
警
世
』
）

血
汚
池
。
在
本
殿
後
之
左
。
世
人
誤
聴
僧
尼
之
説
。
以
為
婦
人
生
産
有
難
。
死
後
入
此
汚
池
。
謬
之
甚　

。
凡
坤
道
生
育
。
係

『
血
盆
経
」
に
つ
い
て　

ー
北
京
で
入
手
し
た
『
血
盆
経
」
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー

三
七
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一
二
八

　
　

属
応
得
之
事
。
即
難
産
暴
亡
。
均
不
罪
其
汚
犠
発
入
此
池
。
若
生
産
未
過
二
十
日
。
軌
身
近
井
竈
。
洗
條
穣
衣
。
高
虚
掛
晒
者
。

　
　

罪
帰
家
長
三
分
．
．
本
婦
罪
坐
七
分
。
応
交
汚
池
浴
血
。
又
陽
世
神
前
佛
後
。
不
忌
日
辰
。
如
五
月
十
四
．
一
十
五
日
夜
、
八
月
初

　
　

三
。
十
月
初
十
等
日
。
男
婦
犯
禁
交
構
。
除
神
降
悪
疾
暴
亡
。
遍
受
諸
獄
苦
満
外
。
永
浸
此
池
。
又
男
女
好
宰
殺
。
血
漉
厨
竈

　
　

廟
堂
、
．
及
経
書
字
紙
祭
器
之
上
者
∩
．
亦
令
遍
受
諸
獄
苦
満
外
。
永
浸
此
池
。
如
陽
世
親
属
立
願
。
代
為
戒
殺
放
生
。
数
足
日
．
、

　
　

斎
供
神
佛
。
礼
拝
血
汚
経
繊
。
方
可
超
脱
。
（
石
印
本
：
『
石
印
玉
歴
至
宝
紗
』
・
『
重
刻
石
印
玉
歴
至
宝
紗
』
）

〔
4
〕
血
汚
池
。
置
設
殿
後
之
左
。
陽
世
誤
聞
僧
尼
所
説
。
皆
因
婦
人
生
産
有
罪
。
此
汚
死
後
入
此
汚
池
。
謬
之
甚　

。
凡
坤
道
生
育
。

　
　

係
属
応
有
之
事
、
．
即
難
産
而
暴
亡
者
。
均
不
罪
其
屍
鬼
汚
横
。
発
入
此
池
。
如
有
生
産
未
過
二
十
日
。
軌
即
身
近
井
竈
。
洗
酸

　
　

衣
襖
、
曜
亮
高
処
者
。
其
罪
応
帰
家
長
三
分
。
本
婦
罪
坐
七
分
。
設
此
汚
池
。
無
論
男
女
。
凡
在
陽
世
不
顧
神
前
佛
後
。
不
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
マ

　
　

日
辰
。
如
五
月
十
四
十
五
。
八
月
初
三
十
三
。
十
月
初
十
。
此
四
日
。
男
婦
而
犯
禁
交
構
。
除
神
降
悪
疾
暴
亡
。
受
過
諸
獄
苦

　
　

後
．
．
永
浸
其
池
。
不
得
出
頭
。
及
男
婦
而
好
宰
殺
。
血
濃
厨
竈
神
佛
廟
堂
経
典
書
章
字
紙
一
切
祭
祀
器
皿
之
上
者
。
受
過
別
悪

　
　

諸
獄
苦
後
。
解
到
浸
入
此
池
。
亦
不
得
軽
易
出
頭
。
陽
世
能
有
親
属
立
願
。
代
為
戒
殺
買
命
放
生
．
、
数
足
之
日
。
斎
供
神
佛
。

　
　

礼
拝
血
汚
経
繊
。
方
可
超
脱
其
苦
。
（
石
印
本
：
『
玉
歴
至
實
紗
勧
世
』
）

〔
5
〕
（
部
都
大
帝
日
）
血
汚
池
、
置
設
殿
後
之
左
。
陽
世
誤
聞
僧
尼
所
説
．
．
皆
因
婦
人
生
産
有
罪
。
死
後
入
此
汚
池
、
謬
之
甚　

。

　
　

凡
坤
道
生
育
。
係
属
応
得
之
事
。
即
難
産
而
暴
亡
者
。
均
不
罪
其
屍
鬼
汚
穣
。
発
入
此
池
。
如
若
生
産
未
過
二
十
日
。
輻
即
身

　
　

近
井
竈
、
洗
條
衣
襖
、
曜
鯨
高
処
者
。
其
罪
応
帰
家
長
三
分
。
本
婦
坐
罪
七
分
。
設
此
汚
池
。
無
論
男
女
．
．
凡
在
世
陽
．
不
顧

　
　

神
前
佛
後
。
不
忌
辰
日
．
．
如
五
月
十
四
十
五
日
夜
。
八
月
初
三
十
月
初
十
。
此
四
日
。
男
女
禁
犯
交
購
。
除
神
降
悪
疾
暴
亡
。

　
　

受
過
諸
獄
苦
後
。
永
浸
此
池
。
不
得
出
頭
。
及
男
婦
而
好
宰
殺
。
血
機
厨
竈
神
佛
廟
堂
．
．
経
典
書
章
字
紙
。
一
切
祭
祀
器
皿
之

　
　

上
者
。
受
過
別
悪
諸
獄
苦
後
。
解
到
浸
入
此
池
。
亦
不
得
軽
易
出
頭
。
陽
世
能
有
親
属
立
願
。
代
為
戒
殺
買
命
放
生
。
数
足
之



〔
6
〕

〔
7
〕

日
。
斎
供
神
佛
．
、
礼
拝
血
汚
経
繊
。
方
可
超
脱
其
苦
。
（
『
玉
歴
至
宝
紗
勧
世
文
』
『
増
絵
全
図
玉
歴
宝
紗
勧
世
文
』
）

（
部
都
大
帝
日
）
血
汚
池
。
置
設
殿
後
之
左
。
陽
世
誤
聞
僧
尼
所
説
。
皆
因
婦
人
生
産
有
罪
、
死
後
入
此
汚
池
。
謬
之
甚　

。

凡
坤
道
生
育
。
係
属
応
得
之
事
。
即
難
産
而
暴
亡
者
。
均
不
罪
其
屍
鬼
汚
稜
。
発
入
此
池
。
如
若
生
産
未
過
二
十
日
。
靱
即
身

近
井
竃
、
條
洗
衣
頑
．
曜
亮
高
処
者
。
其
罪
応
帰
家
長
三
分
。
本
婦
罪
坐
七
分
。
設
此
汚
池
。
無
論
男
女
。
凡
在
陽
世
不
顧
神

前
佛
後
。
不
忌
日
辰
。
如
五
月
十
四
十
五
日
夜
。
八
月
初
三
。
十
月
初
十
。
此
四
日
男
婦
犯
禁
交
購
。
除
神
降
悪
疾
暴
亡
。
受

過
諸
獄
苦
後
。
永
浸
此
地
。
不
得
出
頭
。
及
男
婦
而
好
宰
殺
。
血
濃
厨
竈
神
佛
廟
堂
。
経
典
書
章
字
紙
。
一
切
祭
祀
器
皿
之
上

者
。
受
過
別
悪
諸
獄
苦
後
。
解
到
浸
入
此
池
。
亦
不
得
軽
易
出
頭
。
陽
世
能
有
親
属
立
願
。
代
為
戒
殺
。
買
命
放
生
。
数
足
日
。

斎
供
神
佛
。
礼
拝
血
汚
経
傲
。
方
可
超
脱
其
苦
。
（
『
絵
図
玉
歴
紗
伝
三

（
部
都
大
帝
日
）
血
汚
池
。
置
設
殿
後
之
左
。
陽
世
誤
聞
僧
尼
所
説
。
皆
因
婦
人
生
産
有
罪
。
死
後
入
此
汚
池
。
謬
之
甚　

。

凡
坤
道
生
育
．
、
係
属
応
有
之
事
。
即
難
産
自
暴
亡
者
。
均
不
罪
其
屍
鬼
汚
薇
。
発
入
此
池
。
如
有
生
産
未
過
二
十
日
。
軌
即
身

近
井
竃
。
洗
液
衣
襖
。
曜
亮
高
処
者
。
其
罪
応
帰
家
長
三
分
。
本
婦
罪
坐
七
分
。
設
此
汚
池
。
無
論
男
女
。
凡
在
陽
世
不
顧
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
マ

前
佛
後
。
不
忌
日
辰
。
如
五
月
十
四
十
五
。
八
月
初
三
十
三
。
十
月
初
十
。
此
四
日
。
男
婦
犯
禁
交
構
。
除
神
降
悪
疾
暴
亡
。

受
過
諸
獄
苦
後
．
、
永
浸
其
池
。
不
得
出
頭
。
及
男
婦
而
好
宰
殺
。
血
機
厨
竈
神
佛
廟
堂
経
典
書
章
字
紙
一
切
。
祭
祀
器
皿
之
上

者
。
受
過
別
悪
諸
獄
苦
後
。
解
到
浸
入
此
池
。
亦
不
得
軽
易
出
頭
。
陽
世
能
有
親
属
立
願
。
代
為
戒
殺
買
命
放
生
。
数
足
之
日
。

斎
供
神
佛
，
礼
拝
血
汚
経
繊
。
方
可
超
脱
其
苦
。
（
『
玉
歴
至
宝
紗
』
∀

　

以
上
が
『
玉
歴
紗
伝
』
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
血
汚
池
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
底
本
を
定
め
て
校
勘
を
せ
ず
に
、
十
二
点
を

羅
列
し
た
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
勧
善
書
の
文
章
の
異
同
を
視
覚
的
に
認
識
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
不
忌
日
辰
。
如

『
血
盆
経
』
に
つ
い
て　

ー
北
京
で
入
手
し
た
「
血
盆
経
』
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー

三
九



東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要　

第
十
七
号

四
〇

五
月
十
四
・
十
五
、
八
月
初
三
・
十
三
、
十
月
初
十
、
此
五
日
」
、
「
不
忌
日
辰
。
如
五
月
十
四
十
五
。
八
月
初
三
十
三
。
十
月
初
十
。
此

四
日
。
」
（
こ
の
記
述
は
計
算
が
合
わ
な
い
。
）
、
「
不
忌
日
辰
。
如
五
月
十
四
十
五
。
八
月
初
三
。
十
月
初
十
。
此
四
日
。
」
、
「
不
忌
日
辰
。

如
五
月
十
四
。
十
五
日
夜
。
八
月
初
三
－
、
十
月
初
十
等
日
」
、
「
不
忌
日
辰
。
如
五
月
十
四
十
五
夜
。
八
月
初
三
。
十
月
初
十
。
此
四
日
。
」

の
よ
う
に
、
四
日
な
の
か
、
五
日
な
の
か
ど
ち
ら
な
の
か
と
考
え
る
場
合
で
も
、
八
月
初
三
’
十
三
、
そ
し
て
、
十
月
初
十
と
記
す
と
き

十
三
と
せ
ず
に
誤
っ
て
十
月
と
記
し
た
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
五
）
お
わ
り
に

　

既
に
資
料
と
し
て
挙
げ
て
お
い
た
『
玉
歴
紗
伝
』
本
所
収
の
「
血
汚
池
」
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
で
、
「
如
陽
世
親
属
立
願
、
代
為
戒

殺
買
命
放
生
、
数
足
之
日
、
斎
供
佛
神
、
礼
拝
血
汚
経
熾
、
方
可
超
脱
其
苦
。
」
「
如
果
陽
世
的
親
属
、
能
口
有
人
立
下
大
願
、
代
他
戒
殺
、

買
動
物
放
生
。
等
放
生
的
数
目
達
到
＝
疋
数
量
時
、
再
吃
素
、
供
養
神
・
仏
、
井
且
臓
悔
、
礼
拝
曽
経
遭
血
汚
穣
的
経
典
、
才
能
使
他
超

脱
在
地
獄
的
苦
刑
。
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
者
が
、
地
獄
の
血
汚
池
で
苦
刑
に
あ
え
い
で
い
る
状
態
か
ら
救
済
す

る
た
め
に
は
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
「
供
養
」
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
本
稿
で
紹
介
し
た
こ
の
二
枚
の
版
木
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
血
盆
経
」
は
、
「
母
親
に
対
し
て
の
「
孝
」
と
い
う
観
念
の
発
露
」

を
目
に
見
え
る
形
に
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
も
う
少
し
穿
っ
た
見
方
を
す
る
な
ら
ば
、

拡
大
解
釈
的
勧
善
書
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
こ
の
版
木
を
刷
り
上
げ
た
紙
」
を
入
手
し
て
、
紙
の
上
に
あ

る
空
格
の
部
分
に
己
の
母
親
の
な
ま
え
を
記
し
、
母
親
の
地
獄
の
血
汚
池
か
ら
の
救
済
と
楽
土
へ
の
往
生
を
願
っ
た
も
の
と
し
て
流
通
し

て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。



　

「
血
盆
経
の
信
仰
」
に
つ
い
て
は
、
ス
ワ
ミ
エ
論
文
、
前
川
論
文
や
馬
論
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
稿
は
二
枚
の
版
木
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
血
盆
経
」
及
び
「
血
湖
救
苦
抜
罪
妙
経
」
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
の
で
あ
る
が
、

関
連
す
る
「
玉
歴
紗
伝
」
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
血
汚
池
に
つ
い
て
の
記
事
も
ふ
く
め
て
詳
細
な
検
討
結
果
を
載
せ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
中
途
半
端
な
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
願
わ
く
ば
、
紹
介
し
た
資
料
の
中
に
一
つ
で
も
お
読
み
い
た
だ
い
た
方
に
役
立
つ
も
の
が

あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　注

）「　 ）　 ）　　）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）

『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
四
二
冊
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
・
二
〇
〇
三

吉
岡
義
豊
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
目
ス
ワ
ミ
エ
編
修
『
道
教
研
究
』
第
一
冊
・
昭
森
社
・
一
九
⊥
ハ
五

『
道
教
与
仏
教
』　

・
台
湾
学
生
書
局
・
一
九
九
五

『
仏
教
民
俗
研
究
』
三
・
一
九
七
六

「
日
本
仏
教
』
四
一
・
一
九
七
七

『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
』
六
・
一
九
八
八

『
絵
解
き
研
究
』
六
・
一
九
八
八

『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
五
五
・
八
・
一
九
九
〇

野
村
伸
一
編
著　
　

『
東
ア
ジ
ア
の
祭
祀
伝
承
と
女
性
救
済
－
目
連
救
母
と
芸
能
の
諸
相
』
風
響
社
・
二
〇
〇
七
・
頁
三
五
三
ー
四
〇
七

『
血
盆
経
』
に
つ
い
て　

ー
北
京
で
入
手
し
た
『
血
盆
経
』
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー

四
一



東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要　

第
十
七
号

（
1
0
）
ス
ワ
ミ
エ
論
文
頁
一
二
七
1
＝
二
七
、
頁
一
四
六
ー
一
四
七

（
1
1
）
川
崎
ミ
チ
コ
「
《
玉
歴
紗
伝
》
に
つ
い
て
」
平
成
一
六
年
度
〜
平
成
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

　
　
　

〇
七
）
所
収
の
研
究
ノ
ー
ト
参
照
。

＿参
1考（

2
）

四
二

〔
基
盤
研
究
C
）
研
究
成
果
報
告
書
・
二
〇

筆
者
所
有
の
「
血
盆
経
」
類
と
い
う
大
き
な
グ
ル
ー
プ
に
包
括
さ
れ
る
「
経
典
」
に
は
、

『
報
母
血
盆
経
』
（
冊
子
本
・
民
国
乙
丑
仲
夏
刊
・
北
京
墨
華
斎
印
経
処
印
；
ほ
か
の
版
本
の
も
の
も
あ
り
）

『
血
湖
真
経
』
（
木
版
経
折
本
・
中
華
民
国
三
年
刊
刻
・
四
川
成
都
二
仙
篭
蔵
板
；
『
血
湖
赦
罪
妙
経
』
十
二
行
が
あ
る
が
、
恐
ら
く
刷
り
あ
が
っ

た
も
の
を
張
り
付
け
る
時
に
紛
れ
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
成
都
二
仙
篭
蔵
板
を
成
都
に
あ
る
青
羊
宮
の
経
処
部
で
購
入
し
た
の
で
あ
る
が
、

其
処
は
道
士
の
人
た
ち
が
版
木
を
刷
り
、
刷
り
あ
が
っ
た
も
の
を
乾
か
し
、
そ
れ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
経
折
本
を
作
成
す
る
わ
け
で
あ
り
、
同
時

に
幾
種
類
か
の
物
を
扱
っ
て
い
る
た
め
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
『
太
上
洞
玄
霊
宝
済
度
血
湖
真
経
』
が
収
載
さ
れ
て
い
る
）

『
血
湖
法
熾
』
（
木
版
経
折
本
・
民
国
壬
子
元
年
重
刊
・
成
都
二
仙
篭
蔵
板
）

『
血
湖
妙
経
』
（
木
版
経
折
本
・
大
漢
中
華
民
国
壬
子
元
年
刊
刻
・
四
川
成
都
二
仙
養
蔵
板
・
こ
の
経
典
の
正
式
名
称
は
『
血
湖
赦
罪
妙
経
』
で
あ

る
）

『
蘭
盆
血
盆
賓
繊
』
（
簡
体
字
使
用
・
全
九
十
九
頁
・
B
5
判
－
二
〇
〇
四
年
九
月
成
都
昭
覚
寺
に
て
入
手
）

こ
の
他
に
も
、
血
汚
池
図
や
血
汚
池
に
関
す
る
記
事
の
収
載
さ
れ
て
い
る
『
玉
歴
紗
伝
』
本
類
が
多
く
存
在
す
る
。

本
東
洋
大
学
所
蔵
の
哲
学
堂
文
庫
「
ゐ
三
中
六
」
『
仏
説
孟
蘭
盆
経
』
（
外
題
：
『
孟
蘭
盆
経
私
記
疏
』
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
敬
白
血
盆
縁
起

之
事
」
及
び
「
仏
説
大
蔵
正
教
血
盆
経
」
は
、
日
本
に
お
け
る
「
血
盆
経
」
信
仰
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
、



（
3
）

飯
島
奈
海
［
，
東
洋
大
学
哲
学
堂
文
庫
蔵
『
孟
蘭
盆
経
私
記
疏
』
解
題
・
翻
刻
ー
血
盆
経
信
仰
の
一
資
料
と
し
て
ー
」

号
・
一
九
九
八
年
）
に
詳
細
な
資
料
紹
介
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
文
中
に
と
り
あ
げ
た
こ
の
本
の
木
版
資
料
を
次
頁
に
載
せ
て
お
い
た
。

（『

O
田
國
文
』
第
二
十
七

『
血
盆
経
』
に
つ
い
て　

ー
北
京
で
入
手
し
た
『
血
盆
経
』
版
木
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
ー

四
三



東
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大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
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第
十
七
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四
四

鷲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

癬
懸
灘
鐵
鞍
継
禦
蹴
⌒
㌶
一
耀

＝
副
枠
二
芦
教
丘
ハ
芋
〔
勘
刻
謝
雰
鉱
楢
プ
甜
当
女
人
血
八
、
㍉
㍍
が
有
借
心
・
署
罵
受
’

　

補
護
冷
得
三
世
響
覗
浅
得
庄
天
憂
諸
映
パ
ハ
家
食
自
然
長
合
富
≡

ぷ
麟
獲
握
纏
逢
糠
繋
欄
繊

m．．rljLt

三区三wイき脹闇賢哀　食中見中血野遵之

懸饗諸；議翼麟畑鱒中イ妥有1、’

骨繊ゲ聖を人～そ㌢欲昔浮果きδ見往實天
倶信従致濯生牡二づ時麟陛銅大一下相専
得心今　　　　水産薮説禾誇獣女柱地磯方真在
上書已三）允之培　　　　　　　　茨人午人斑力試う巡人上

生籠藷竃濃扇璽ξ霞㌶競騨
天念問較1元逗當時出伏一沙饗（日巾獄而丙

講竃覧灘繁籠難議
煕刻女亮敢神為r了願獄銀担闇園池外尺、1才
※玉興萩プk将宣善乞子勒手萬追伍追尊入
一著符づヲ下煎血説哉　　　　　　　　　榎塁在イ双‡t湖瞭言舎

霧㌶裏犠翻㌶竃㌶麟難
　　　　　　　　義澱南有海之旨時元

血

　　　　　　　　　　づ　　）木版本《太上血湖救苦抜罪妙経》

　　［縦1　8．6×横277cm］

纏
規
存
世
能
為
務
特
度
脱
皿
塑
茎
保
今
衣
金

蘇
継
護
流
繋
鯉
峠
欝
．
賭
細
蔑
嬬
昧


